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 審査の作品「Third & Second」は、映像作品で申請者の個人的経験からセクシュアルな対象として意
識されているセリカの車体を指で触れていく映像が壁面コーナーに投影されていた。「April Twenty 
Fifth」は、その車種ボディーのサイド部分が型取され、微妙な色彩の変化をもつラバーに置き換えられ
て中空に吊り下げられた立体作品。「January Thirty First」は、愛撫する手先の様子を重ねて映し出す
映像作品。「March Twenty Seventh」は個人的なタッチの経験を思い起こしながら自らがハミングする音
声による音響作品。ハミングの音声が流れる審査展会場は、「そこに込められた意味を視覚的に読み解く
のではなく、そこに漂うフィーリングを感受することを願う」と申請者が述べるように、直裁に五感に
感受される官能的な表現として構成されていた。 
 審査会では、これまでの一連の創作活動を踏まえて提出された申請者の論文と作品が、独自の地平を
切り開いたものであり、課程博士学位を認めるに相応しい優れたものであるという評価で全員一致した。 
  
 「タッチ」から「フィーリング」におよぶ感覚的な領域での創造に意義を見いだす申請者の今後の展
開に大いなる期待を寄せたい。 
 
 
